
BELS 評価書作成プログラム Ver.8.0.0の改修内容に関して 

2019 年 7月 19 日 

（一社）住宅性能評価・表示協会 

 

 BELS 評価書作成プログラム（以下、作成 PG）Ver.8.0.0 より、非住宅において以下の内容が追

加となります。なお、住宅において変更・修正はありません。 

 

① 申請の対象とする範囲（以下、申請対象範囲という）に、「建物用途」の追加 

② 「ZEB Oriented」の表示の追加 

 

また、上記に伴い「その他情報」の入力欄を追加しています 

※ 定義等は、2019 年 7 月 2 日付の「ZEB Oriented 及び一部の建物用途における ZEB の BELS における

考え方について」を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請対象範囲 

「建物用途」

の追加 

「ZEB Oriented」

の追加 

①  

②  
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1. 申請の対象とする範囲「建物用途」の評価の入力方法 

（１） 非住宅・計算情報の入力 

 評価対象の「建物用途」の計算書のみ PDF のアプロードを行うか、または当該内容を手入力する。 

 

（２） その他情報の入力 

ZEB の表示を行う場合は、評価対象となる「建物用途」の計算書及び「建物（非住宅建築物全体）」

又は「複合建築物の部分（非住宅部分全体）」（以下、「建物（非住宅建築物全体）」等という）の計算

書が必要です。また以下の項目の入力が必要です。 

【特記事項について】 

表示するマークを選択。 

評価対象の「建物用途」の再生可能エネルギーを除いた設計一次エネルギー消費量の基準一次エネルギ

ー消費量からの削減率（以下、再エネ除き削減率という）を入力。 

 

注意 

 申請の対象とする範囲「建物用途」において ZEB Oriented を表示する場合、プログラムでは当該

「建物用途」が用途 1、用途 2 のどちらに該当するか判断しません。また当該用途の入力した再エネ

除き削減率が基準を満たすかどうかも判断しません。 

※ 再エネ除き削減率が 30％未満の場合、その他情報の入力内容確認後にアラートが出ます。 

※ 用途 1 は削減率 40％以上、用途 2 は削減率 30％以上の数値を入力。 

【部分 ZEB 表示要件】※部分とは建物用途を指します 

＜建築物（非住宅部分）全体の再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギーからの削減率＞ 

     → 建築物（非住宅部分）全体の再エネ除き削減率を入力 

＜建築物（非住宅部分）全体の評価手法＞ 

 → 建築物（非住宅部分）全体の評価手法を選択 ※「建物用途」の評価手法と異なっていても可 

 

建築物（非住宅部分）全体の 

「再エネ除き削減率」 

「評価手法」 

を入力する 

評価対象の「建物用途」の 

再エネ除き削減率を入力する 
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【ZEB Orientedの表示要件】 

 入力不要。 

※ 申請の対象とする範囲、「建物（非住宅建築物全体）」又は「複合建築物の部分（非住宅部分全体）」

の場合に入力。 

  

 

【参考情報】 

＜部分 ZEB／ZEB Oriented の要件＞ ※部分 ZEB の部分とは建物用途を指す 

→ 申請の対象とする範囲が「建物用途」で、ZEB を表示する場合は必ず入力が必要。 

評価対象の「建物用途」の延べ面積が 10,000 ㎡以上かどうか、申請書を確認し入力。 

※延べ面積の定義は、建築物省エネ法上の定義に準拠する 

＜ZEB Oriented 導入した未評価技術について＞ 

→ 申請書より導入している未評価技術をチェックする。 

 

  

「建物用途」の場合 

入力不要 

この 2 つを満た

さない場合、ZEB 

Oriented の表示

はできません。 



BELS 評価書作成プログラム Ver.8.0.0の内容に関して 

4 

 

 

2. 申請対象範囲が「建物（非住宅建築物全体）」又は「複合建築物の部分（非住宅部分全体）」で、   

ZEB Oriented を表示する場合（※申請の対象とする範囲が「建物用途」場合は、１．を参照） 

 

 「建物（非住宅建築物全体）」等の計算書と、当該非住宅部分に存する建物用途すべての計算書が必要

になります。  

※「建物（非住宅建築物全体）」等及び各建物用途の計算書の評価手法は全て同一の必要があります。 

 

（１） 非住・計算情報の入力 

「建物（非住宅建築物全体）」等の計算書の PDF アプロードを行う、または当該内容を手入力する。 

（２） その他情報の入力 

【特記事項について】 

再エネ除き削減率の入力不可。これより下の【ZEB Oriented の表示要件】で入力する。 

 

 

【部分 ZEB の表示要件 ※部分とは建物用途を指す】 

入力不要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 

不要 

再エネ除き削減率は【ZEB Oriented の表示要件】で入力 
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【ZEB Oriented の表示要件】 

非住宅部分に存する全ての建物用途の再エネ除き削減率を入力する。 

 

【参考情報】 

＜部分 ZEB／ZEB Oriented の要件＞ 

→ 建築物（非住宅部分）全体の延べ面積が 10,000 ㎡以上かどうか、申請書を確認し入力。 

※延べ面積の定義は、建築物省エネ法上の定義に準拠する 

＜ZEB Oriented 導入した未評価技術について＞ 

→ 申請書より導入している未評価技術をチェックする。 

 

この 2 つを満た

さない場合、ZEB 

Oriented の表示

はできません。 

入力例は、３つの用途

がある場合 


